
遺伝子組換え体の生態系への影響に関する報告 

 
● 害虫抵抗性トウモロコシの花粉のチョウの幼虫への影響 （1999年 ネイチャー誌） 
Loseyら 米・コーネル大学  
【報告の概要】 

【報告への意見】 

 
● オアハカ（メキシコ）での組換え遺伝子の在来種トウモロコシへの伝達 
                            （2001年 ネイチャー誌） 
David Quist & Ignacio H. Chapela米カリフォルニア大バークレー校  
【報告の概要】 

土壌細菌である Bt（Bacillus thuringiensis）由来の殺虫性タンパク質を組み込んだト
ウモロコシの標的昆虫以外への影響を見るため、オオカバマダラ（チョウの一種）の食

草であるトウワタ（ガガイモ科）の葉に Bt トウモロコシの花粉を人工的に付着させ、
オオカバマダラの幼虫に摂食させたところ、４日間で４４％が死亡し、また、花粉を付

着させた葉の摂食量は低くなり、幼虫の成長速度を低下させた。 
このことから、Bt トウモロコシの栽培はオオカバマダラの生育に多大な影響を及ぼ
す。 

Btトウモロコシが標的昆虫（害虫）であるアワノメイガと同じ鱗翅目であるオオカバ
マダラの幼虫に影響を与えることは当然予想されることである。この研究が実験室内で

の限定的な結果であること、Btトウモロコシの花粉の用量－反応関係についてのデータ
が不十分であることを考えると、直ちに生態系への影響を裏付けるものとはいえない。

（この点は実験実施者自身も認めている） 

 2000年 10月～11月に南メキシコ山間部のオアハカから採取した在来種のトウモロコ
シの試料などを遺伝子解析した。 
 在来種のトウモロコシ 6試料のうち４試料から組換えに利用されるカリフラワーモザ
イクウイルスの 35Sプロモーターを、また、２試料からアグロバクテリウムのノパリン
シンターゼターミネータを検出。1試料から Btタンパク質遺伝子を検出。 
 この結果から、組換えトウモロコシから在来種のトウモロコシへ組換え遺伝子が伝播

している可能性が示唆された。今回採取した在来種の飼料は山間部から採取されたもの

であり、よりアクセスしやすい地域ではさらに遺伝子伝播が進んでいる可能性がある。

今後は市販の組換え農作物から農作物の起源と多様性の中心である在来種への遺伝子の

伝播の影響について持続的な食糧生産の観点から考慮していく必要がある。 
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